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波電圧と磁壁移動によるものとが分離でき 回転磁化による 2 倍周波数電圧により磁心の形状効果を
考察することができるという結論を得た。

























法を提案している。また，環状磁心を用いた 3 変数乗算特性をもっアナログ記憶素子， BIAX 形のア
ナログ記憶素子を開発している。さらに直交磁界を用いたフエライト荷重検出用素子を考案し，出力
がパルス数になるディジタル形のものなどを実験している。よって本論文は磁気工学に大きく寄与し，
学位論文として価値あるものと認める。
-484-
